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質

　問
　２
月
17
日
、
国
土
交
通
大
臣
と

新
潟
県
知
事
が
締
結
し
た
「
北
陸

新
幹
線
（
新
潟
県
区
間
）
に
係
る

合
意
書
」
の
、「
並
行
在
来
線
に
対

質

　問
　人
口
の
減
少
化
、
少
子
化
の
進

行
を
旧
１
市
２
町
の
共
通
課
題
の

１
つ
と
し
て
掲
げ
、
合
併
後
も

色
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

人
口
の
減
少
化
、

少
子
化
の
要
因
と

対
策
に
つ
い
て

並
行
在
来
線
問
題
の

現
状
に
つ
い
て

が
、
進
行
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
要
因

や
、
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長
答
弁

　人
口
減
少
化
、少
子
化
の
要
因

と
し
て
は
、死
亡
数
が
出
生
数
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
、転
出
が
転
入

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。そ
の
対
策
と
し
て
、結

婚
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
や
、

地
元
就
職
・
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の

促
進
等
に
努
め
て
き
た
。今
後
も

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に
向
け
、

雇
用
機
会
の
創
出
や
雇
用
環
境
の

整
備
、結
婚
支
援
・
子
育
て
支
援
等

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、他
自
治
体
の
先
進
事
例
も
参

考
に
、施
策
を
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質

　問
　21
の
地
区
公
民
館
体
制
で
今

後
、
「
地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
地
区
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
地
区
の
総
意
に
よ
る

「
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
構
築

し
、
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
「
策
定
す
る
か
ど
う
か

は
地
区
住
民
の
判
断
に
よ
る
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
新

公
民
館
組
織
活
動
と
の
関
連
は
ど

う
か
。

市
長
答
弁

　地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、住
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
住
む
地
域
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
、住
民
全
体

で
考
え
、ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。

　ま
た
、新
公
民
館
体
制
に
お
け

る
地
区
公
民
館
は
、地
域
の
拠
点

と
し
て
地
域
づ
く
り
活
動
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、地
域
づ

く
り
プ
ラ
ン
の
作
成
や
実
施
に
あ

た
り
、地
区
公
民
館
と
連
携
し
て

取
り
組
む
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

る
。

す
る
支
援
」
、「
並
行
在
来
線
の
健

全
経
営
確
保
」
の
内
容
を
伺
う
。

　ま
た
、
富
山
県
並
行
在
来
線
対

策
協
議
会
が
１
月
に
と
り
ま
と
め

た
「
富
山
県
並
行
在
来
線
経
営
計

画
概
要
（
第
１
次
）
」
の
「
運
行
計

画
」
の
内
容
を
伺
う
。

市
長
答
弁

　合
意
書
の「
並
行
在
来
線
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
」は
、貨
物
調

整
金
の
増
額
の
ほ
か
、豪
雪
対
策

等
の
支
援
に
よ
り
、30
年
間
で
780

億
円
相
当
の
支
援
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　「
並
行
在
来
線
の
健
全
経
営
確

保
」は
、並
行
在
来
線
の
健
全
な
経

営
に
向
け
、国
と
し
て
も
必
要
な

配
慮
、協
力
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　「
富
山
県
並
行
在
来
線
経
営
計

画
概
要（
第
１
次
）」の
運
行
計
画

等
で
は
、県
境
を
ま
た
ぐ
運
行
を

確
保
す
る
た
め
、隣
県
会
社
と
の

間
で
相
互
直
通
運
転
を
行
う
こ
と

と
し
、当
県
の
乗
り
入
れ
区
間
は

糸
魚
川
駅
ま
で
と
し
て
い
る
。

質

　問
　南
能
生
体
育
館
閉
鎖
の
代
替
措

置
や
跡
地
利
用
の
計
画
、（
仮
称
）

能
生
谷
保
育
園
建
設
事
業
の
今
後

の
予
定
、
能
生
図
書
館
の
現
状
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
答
弁

　南
能
生
体
育
館
は
平
成
24
年
度

中
に
解
体
の
予
定
で
あ
る
が
、代
替

施
設
の
整
備
は
予
定
し
て
い
な
い
。

跡
地
利
用
は
、今
後
、地
元
と
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　（
仮
称
）能
生
谷
保
育
園
に
つ
い

て
は
、現
在
、社
会
福
祉
法
人
み
そ

の
会
が
来
年
４
月
の
新
園
舎
で
の

開
園
に
向
け
、設
計
等
の
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　能
生
図
書
館
に
つ
い
て
は
、他
の

図
書
館
に
比
べ
利
用
者
が
少
な
い

状
況
で
あ
り
、利
用
が
増
え
る
よ

う
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

人
口
の
減
少
化
、
少
子
化
の
要
因
と

対
策
に
つ
い
て

並
行
在
来
線
問
題
の

現
状
に
つ
い
て

能
生
地
域
の
３
つ
の
問
題
に
つ
い
て

今
後
の
地
域
づ
く
り
活
動
と

地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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